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　５月25日の第50回総会において、同窓会長に
選任されました。前任の藤森会長は、リーマン
ショック以降、特に３.11の東日本大震災とい
う予期せぬ災難に遭遇し、我が国経済が厳しい
状況を続けている中での寄附金集めという、誠
に厳しい仕事をやり遂げ、東京農工大学創基
140周年・同窓会創立50周年合同記念事業を成
功に導かれました。小金井キャンパスにおける
「東京農工大学140周年記念会館」（建物の形
が繭を想定した楕円形になっていますが、小金
井キャンパスの前身は、今の北区西ヶ原から移
転してきた東京高等蚕糸学校ですので、ぴった
りのイメージです。３階には、77㎡のOBルー
ムがあります。）の建設や、府中キャンパスの
大学50周年記念ホールの増築、更には同窓会創
立50周年記念式典の開催、同窓会50年史の刊行
等の面倒な事業をことごとく仕上げてしまいま
した。ご苦労が多い時期に会長をされ、大変で
あったことは容易に想像がつきます。深く敬意
を表する次第です。
　このような立派な業績を残された会長の後任
でありますし、さらにその前の畑中会長、西尾
会長と、同様に同窓会事業の歴史に残る大仕事
をされた歴代の会長を思い浮かべますと、はな
はだ荷が重く感じているのが現在の正直な気持
ちでありますが、同窓会員の皆様にご協力いた
だき、がんばって責任を果たしていきたいと思
います。具体的な課題としては、

① 会員から希望の多い同窓会名簿の再発行の検
討（会員毎に当該会員が了承した情報だけを
掲載する等、個人情報と名簿に関する昨今の
社会情勢の変化を踏まえ、新しい表記様式と
する必要がありそうです。）

② 昨年の会則改正で可能になった、「活動内容
の類似した会員集団」又は「同好の会員集
団」からなる集団部会設置の促進等を通じた
同窓会活動の活発化

③ 海外の同窓会支部の設置とその活動支援等を
通じた組織化

④ 将来の正会員である在学生（準会員）に同窓
会活動を印象付ける活動の一環として、例え
ば、学生援助事業の拡充及び、一般財団法人 
東京農工大学教育研究振興財団を通じた研究
支援の強化、特に近年増加している博士課程
在学生の海外留学への支援等

⑤ 恐らく蚕糸絹分野では世界一であろう東京農
工大学科学博物館への支援（関係情報や資料
等の収集・整理・提供システムの強化、明治神
宮が昭憲皇太后逝去100年祭行事の一環として
検討している、蚕の飼育、生糸の繰糸等への
協力依頼、関係資料の貸与等への取組）

等が考えられます。常務理事会や事務局の方々
とよく相談して、実現可能なものから取り組ん
でいきたいと考えています。
　同窓会員の皆様方のご協力を重ねてお願いし
まして、就任のご挨拶と致します。

新同窓会長　草野 洋一（養蚕S47）

会長就任の挨拶
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　平成21年５月、畑中孝晴会長からバトンを渡
され、同窓会会長に就任いたしました。
　畑中前会長から、まずは同窓会50周年記念事
業をきちんとやりなさいと申し渡されておりま
したが、前年の秋に始まったリーマンショック
の真っ最中でもあり、寄附金集めは当初の目標
を大幅に下回り、事業の遂行も危ぶまれるよう
な状況にありました。
　それに加えて終盤に差し掛かった平成23年３
月には東日本大震災という未曾有の大惨事が我
が国を襲い、寄附金集めはさておいて救援金集
めに奔走するような状態でありました。
　このような中で同窓会創立50周年を無事迎え
ることができたのは、多くの同窓会会員の方々
のご理解のもと、当時の同窓会理事長を務めら
れた亀山先生、高橋先生はじめ常務理事会の諸
先生方、事務局の皆さん方の献身的な働きと、

前同窓会長　藤森　明彦（工化S42）

140周年記念会館｢エリプス｣

同窓会50年史

50周年記念ホール

大学側の大変なご理解とご協力があってこそと
思っております。
　このように多くの困難にも拘わらず同窓会創
立50周年を無事終えることができましたが、次
の50年に向かって、より魅力的な同窓会のあり
方を模索するという事に関しては、必ずしも十
分な進捗は得られず、多くをやり残してしまっ
たという思いでいっぱいです。このことは草野
洋一新会長に引き継いでいただけたらと願うと
ころであります。
　来年（平成26年）には大学の創基140周年を
迎えます。これからも東京農工大学並びに同窓
会が益々発展され、また多くの同窓の方々の一
層のご活躍を心より願っております。

会長退任の挨拶
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　同窓生の皆様にはお元気でご活躍のことと存
じ上げます。
　昨年の同窓会総会で藤森会長より平成24～25
年度の理事長指名を受け、はや１年が経過しま
した。
　会員に開かれた同窓会を目指し、昨年度より
同窓会の活動、会則の見直し等を行ってまいり
ました。従来の活動と比べて、どのような点が
変更されたのか、現状と課題について報告させ
ていただきます。
①同窓会ホームページのリニューアル

　昨年度より同窓会のホームページをリ
ニューアル致しました。コンテンツ管理シス
テムを導入したことによって、ホームページ中
のトピックスや部会･支部便り、クラス会便り
等を事務局で更新できるようになりました。
また、会員情報（住所変更）更新の申込みが
ホームページからできるようになりました。
　ホームページ内にギャラリーを設けました。
現在６名の方の作品を展示してあります。農工
通信の表紙にも利用させていただいておりま
す。
　会員交流広場にFacebookページを設けま
した。しかしながら現在までの所、20部会中
の５部会、48支部中の19支部しかFacebook
ページが開設されていません。また、残念な
がら、Facebookページが開設されている部
会、支部でも「いいね」をクリックしている
人の数は最も多い部会で35名、概ね10人以下
でしかありません。「いいね」の数を各部
会、支部で、少なくとも会員数の３割以上に
する必要があります。実際にFacebookへの
参加登録の仕方、Facebookページの運用の
仕方を会員の皆様に案内する必要があると思

います。「いいね」をクリックしてくれる会
員が増えれば、バーチャルな同窓会を常時開
催できるようになります。

② 従来あった部会、支部の他に「活動内容の類
似した集団部会」の設置が可能となりました。
　正会員が20名以上集まれば、その活動に対
して同窓会が２万円/年の支援を行うもので
す。これも残念ながら申請は１集団部会しか
ございません。クラスやサークルなどを母体
とした申請も考えていただけたら幸いです。

③農工通信の年２回発行
　従来の農工通信に加えて、同窓生が編集委
員として寄稿原稿を集めた後期号を発行(１
月)することになりました。今年度は、昨年
度を大幅に上回る寄稿をいただきました。厚
く御礼申し上げます。

④ 同窓会総会への一般会員の参加が可能となる
ための会則改正を行いました。
　同窓会総会への参加は役員、代議員、支部
長に限られておりましたが、総会構成員とし
て60名までではありますが、一般会員も総会
に参加できるようになりました。農工通信、
ホームページでアナウンスしておりました
が、今年度の一般会員の参加者はゼロ名であ
りました。総会にあわせてクラス会などを開
催される場合は、総会にも参加してくださり
ますよう、お願い申し上げます。

　会員の皆様に身近な同窓会となりますよう、草
野新会長のご指導のもと、常務理事および事務
局職員と共に努力する所存です。同窓会の発展
のためにも今後とも会員の皆様のご支援と、ご
鞭撻を心よりお願い申し上げます。

理事長　渡邊　敏行（材料S61）

理事長の挨拶
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同窓会第50回理事会･通常総会
■日時：平成25年５月25日（土）13：30～14：30  ■場所：府中キャンパス農学部講堂  ■出席者：197名（内委任状67名）

　第50回理事会・通常総会は、5月25日（土）、母校府中キャンパス農学部講堂
で開催された。通常総会に先だって理事会が開催され、渡邊理事長を議長に選
出した。議長から、平成25・26年度会長・副会長の推挙、平成25年度特別会員
の推薦、通常総会の議案の説明があり、承認された。
　通常総会の開催に当たって、鈴木副理事長から、出席者が定足数を超え通常
総会が成立した旨の報告があった。藤森会長から（全国から多数の参加のお礼、
学長・副学長等の参加のお礼、有意な討論のお願い等）の挨拶があった。続い
て松永学長をはじめ、来賓（國見副学長、堤副学長、荻原農学研究院長、船田
連合農学研究科長、畑中名誉会長、梶井名誉顧問）の紹介があった後、松永学
長から、同窓会からの支援に対する謝意があり、続いて大学の現状（府中・小
金井両キャンパスの建物整備、テニュアトラック、保育園開設、リーディング
大学院等）の紹介があった。引き続き、鈴木副理事長から、通常総会の議長に
ついては、会則第35条に基づき藤森会長が務める旨の説明があった後、会則第
37条第2項により藤森会長、深水監事、竹内監事が議事録署名人となり議事に
入った。

議事
１．平成24年度監査報告及び事業報告並びに収支決算報告

　竹内監事より決算報告書・帳簿・伝票等の精査をした結果、何れも適正に
処理されており、事業・業務執行状況も適正であること、また、個人情報に
関する取扱いも適正に行われている旨の報告があった。続いて、滝山総務部
長より事業報告［別記１］、多羅尾経理部長より収支決算報告［別記２］があっ
た。何れの報告も承認された。

２．同窓会会則の一部改正
　渡邊理事長より、会則の一部改正［別記３］について提案がなされ、審議
の結果、承認された。

３．平成25年度事業計画及び収支予算
　滝山総務部長より、事業計画［別記４］、多羅尾経理部長より収支予算［別
記５］の提案説明があり、審議の結果、承認された。

４．平成25・26年度の会長・副会長の選任
　渡邊理事長より、会長・副会長の選任［別記６］について提案がなされ、
審議の結果、承認された。

５．平成25年度特別会員の推薦報告
　渡邊理事長より、理事会で推薦、承認された特別会員20名の報告があった。

６．農工大支援ネットワーク集団部会設置報告
　渡邊理事長より、常務理事会で設置が承認された農工大支援ネットワーク

集団部会の報告があった。
７．その他

　1）新旧会長の新任（草野洋一氏）・退任（藤森明彦氏）の挨拶があった。
　2）新旧事務局長の新任（池谷紀夫氏）・退任（山田昭一氏）の挨拶があった。

　通常総会終了後、増築された50周年記念ホールにおいて懇親会（約130名参
加）が開催された。

[別記１]
平成24年度事業報告
１．第49回理事会・通常総会の開催

　平成24年5月26日（土）小金井キャンパスにて第49回理事会・通常総会を開
催した。議事内容は、1）平成23年度事業報告（案）、2）平成23年度収支決
算報告（案）、3）平成23年度監査報告、4）東日本大震災に伴う同窓生に対す
る救援募金活動、5）同窓会創立50周年記念事業、6）同窓会50年史発行、7）
同窓会会則の改正（案）、8）平成24年度事業計画（案）、9）平成24年度収支
予算（案）、10）平成24・25年度理事・代議員の選任（案）、11）平成24・25
年度理事長・副理事長・常務理事の指名（案）、12）平成24・25年度監事の選
出（案）、13）顧問の推挙（案）、14）特別会員の推薦報告、15）農工通信年2
回発行、16）その他が諮られ、承認された。

２．同窓会創立50周年記念式典・記念の会の開催
　平成24年5月26日（土）小金井キャンパスにて第49回理事会・通常総会終了
後、同窓会創立50周年記念事業式典・記念の会を開催した。

３．平成24年度副会長懇談会の開催　
　平成24年11月10日（土）、府中キャンパスにて平成24年度副会長懇談会を開
催した。
　懇談内容は、平成25～26年度会長・副会長推薦依頼及び集団部会の設置、
正会員の総会構成員の登録、外を行った。

４．同窓会組織の強化、活性化及び財務体質の健全化
　部会・支部・職域組織の同窓会意識の向上と会員交流の促進を図る方策と
して「農工通信」の発行を年２回行うとともに「活動内容の類似した集団部会」
の設置申請公告及び「正会員の第50回通常総会構成員」の登録募集公告を行っ
た。また、常務理事の部会・支部への派遣も引続き行った。入会金・賛助会
費等の会費の90％を超える納付率の維持に努めた。更に歳出削減に努めると
ともに、新財務システムの運用を実施した。
５．同窓会の現状と課題及び今後の対応

　平成22年度から検討を重ねてきた同窓会の改革について、1）同窓会会則の
改正、2）財務システムの改正、3）農工通信の年2回発行については、第49回
理事会･通常総会に上程し承認を得て実施した。また、4）その他の課題につ
いては、実施に向けて更に検討を重ねる。

６．ホームページのリニューアル
　平成24年6月に「会員交流広場」の開設等を盛込んだホームページのリニュー
アルを行った。

７．同窓会ＰＲ活動の実施
　同窓会紹介パンフレット（新入生・ペアレンツデーにて配布）及びホームペー
ジのリニューアルによりＰＲ活動に努めた。

８．会員の動静整理の継続実施
　農工通信が返送された会員について追跡の動静調査を行った。

９．本学への学生進路・就職システム構築に対する協力
　準会員(学生)が、就職活動等でOB・OG訪問をするにあたり、情報提供に

同窓会第50回理事会･通常総会
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[別記２]
平成24年度収支決算報告（平成24年4月1日～平成25年3月31日）　 （単位：円）

№ 区分 細分 項　　　目 （A）平成24年度
予算額

（B）平成24年度
決算額

（A）－（B）
増減 備　　考

1

基
本
財
産

収
入

基本財産（前年度繰越金　6 ） 300,000,000 300,000,000 0
2 余剰金からの繰入れ（30%超える分） 0 0 0
3 収入合計（1＋2） 300,000,000 300,000,000 0
4 支

出
他の財産へ繰出し 0 0 0

5 支出合計（4） 0 0 0
6 基本財産残高（3ー5）→次年度繰越金 300,000,000 300,000,000 0
7

運　
　

用　
　

財　
　

産　

収　
　

入

前年度繰越金（43） 13,260,618 13,260,618 0
8 入会金 4,212,000 4,850,000 -638,000 5,000円×970名＝4,850,000円
9 年会費 1,138,000 1,531,500 -393,500 1,500円×1,021名＝1,531,500円

10 終身会費 1,593,000 3,115,000 -1,522,000
30,000円×103名＝3,090,000円
分納者1名＝15,000円、 
留学生1名＝10,000円

11 賛助会費 24,417,000 28,580,000 -4,163,000 30,000円×950名＝28,500,000円
留学生10,000円×8名＝80,000円

12 利息 2,000,000 1,905,111 94,889 国債1,824,465円、預金80,646円
13 寄附金 0 317,500 -317,500 一般寄附13名

14 雑収入 340,000 631,309 -291,309
広告料11社420,000円、  
活動費返金40,000円、
国債購入剰余金171,309円

15 収入合計（7～14の計） 46,960,618 54,191,038 -7,230,420
16

支　
　
　
　
　
　
　
　

出

動静調査等管理費 1,300,000 1,268,257 31,743
17 会報発行費 9,000,000 8,942,565 57,435 年度2回発行
18 HP管理作成費 2,240,000 1,615,630 624,370 新規・更新の掲載量の減
19 部会・支部活動費 4,500,000 4,336,900 163,100 ６部会、３支部が未申請
20 母校援助費 4,500,000 4,580,000 -80,000 学会発表の申請件数の増加
21 新入正会員歓迎費 900,000 717,525 182,475 安価契約
22 分収林管理費 50,000 30,740 19,260 境界管理アルバイト料（交通費含）
23 資料整備費 680,000 330,907 349,093 安価契約
24 事業費計（16～23の計） 23,170,000 21,822,524 1,347,476
25 総会会議費 2,200,000 2,103,915 96,085
26 副会長懇談会費 70,000 71,563 -1,563
27 常務理事会議費 140,000 102,000 38,000
28 会議費計（25～27の計） 2,410,000 2,277,478 132,522
29 人件費 4,900,000 4,357,139 542,861 節約
30 備品費 200,000 0 200,000
31 消耗品費 910,000 821,828 88,172 節約
32 通信費 950,000 752,669 197,331 振込手数料・後納郵便料の減
33 旅費 1,500,000 1,830,120 -330,120 派遣人数の増及び遠隔地派遣の増
34 事務用品印刷費 60,000 14,805 45,195
35 慶弔費 150,000 27,160 122,840 レタックス料等の減
36 光熱水費 120,000 111,304 8,696
37 その他雑費 400,000 261,617 138,383 節約
38 事務費計（29～37の計） 9,190,000 8,176,642 1,013,358
39 50周年記念事業費 7,615,458 995,753 6,619,705 記念会料理代、外

40 職員厚生費 1,444,773 162,656 1,282,117 人間ドック補助（2名分） 
退職金（1名分）

41 予備費 3,130,387 100,000 3,030,387 農工通信編集委員の謝金（2名分）
42 支出合計（24＋28＋38＋39＋40＋41） 46,960,618 33,535,053 13,425,565
43 運用財産残高（15－42）→次年度繰越金 0 20,655,985 -20,655,985
44

特
定
目
的
事
業
財
産

収
入

前年度繰越金（54） 55,000,000 55,000,000 0
45 余剰金からの繰入（30%を超える分） 0 0 0
46 収入合計（44＋45） 55,000,000 55,000,000 0
47

支　
　

出

八王子分収林育成事業支出 0 0 0
48 周年記念事業支出 0 0 0
49 学生援助事業支出 0 0 0
50 被災会員支援事業支出 0 50,590 -50,590 原発被災者見舞金（1名分）
51 図書・名簿等刊行事業支出 0 0 0
52 その他本財産に適合する事業支出 0 0 0
53 支出合計（47～52の計） 0 50,590 -50,590

54 特定目的事業財産残高（46－53）
→次年度繰越金 55,000,000 54,949,410 50,590

55 月及び期末合計（6＋43＋54） 355,000,000 375,605,395 -20,605,395

56 特定
資産 八王子分収林育成林木 32,877,400 32,877,400 0

57 月及び期末総合計（55＋56） 387,877,400 408,482,795 -20,605,395

ついて、従来は本会のみの対応であったが、両キャンパスの学生支援室の窓
口で対応できるよう移行した。なお、大学と相互でOB・OG情報を共有し就
職支援の充実を図った。

10．一般財団法人 東京農工大学教育研究振興財団への協力
　財団の事務に対する実質的支援を従来どおり継続して行った。

11．準会員に対する援助、新入正会員歓迎行事の継続実施
　準会員（学生）の勉学・学生生活に関して、 学会発表・コンテスト・コンクー

ル等発表・入賞祝い・優秀卒論副賞等の援助、学園祭・課外活動の援助、同
窓会推薦キャリア・アドバイザー支援等の援助、並びに、卒業・修了証書カバー
の贈呈を継続して行った。

12．会員の慶弔
　祝電・弔電により祝意・弔意を表した。また、本会の発展に顕著な功績があっ
た者に感謝状を贈呈した。

同窓会第50回理事会･通常総会
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[別記３]
東京農工大学同窓会会則の一部改正

改　正　前 改　正　後 改正理由

（入会金及び会費） （入会金及び会費）

第８条　正会員、準会員及び賛助会員は、別表１に示す入会
金及び会費を納入しなければならない。

第８条　正会員及び準会員並びに賛助会員は、別表に示す入
会金及び会費を納入しなければならない。

別表１を別表にするとともに、字句の整理を
した。

（会則の変更） （会則の変更）

第49条　本会会則の変更は、総会出席者の３分の２以上
の承認がなければならない。

第49条　本会会則の変更は、総会出席者の３分の２以上の承
認がなければならない。

文章表現が理論的に成り立たないため「可
否同数のときは議長の採決による。」を削除

　可否同数のときは議長の採決による。

　附　則
　　この一部改正は、平成25年５月25日より施行する。

[別記４]
平成25年度事業計画
1.第50回理事会・通常総会の開催
　平成25年５月25日（土）府中キャンパスにて第50回理事会・
通常総会を開催する。議事内容は、１）平成24年度監査報告、２）
平成24年度事業報告（案）、３）平成24年度収支決算報告（案）、４）
同窓会会則の一部改正（案）、５）平成25年度事業計画（案）、６）
平成25年度収支予算（案）、７）平成25～26年度会長・副会長の
選任（案）、８）特別会員の推薦報告、９）農工大支援ネットワー
ク集団部会設置報告、10）その他　新旧会長の退任・新任の挨拶、
新旧事務局長の退任・新任の挨拶を予定する。
2.集団部会の設置
　「東京農工大学同窓会部会・支部等の設置、廃止及び活動費等
に関する規程第２条第２項」に基づく集団部会の設置の増加に
ついて更に努める。
3.同窓会正会員の総会構成員登録
　「東京農工大学同窓会正会員の総会構成員登録規程第３条」に
基づく総会構成員の登録の増加について更に努める。
4.平成25年度副会長懇談会の開催
　平成25年11月９日（土）、府中キャンパスにて平成25年度副会
長懇談会の開催を予定する
5. 同窓会組織の強化、活性化及び財務体質の健全化
　部会・支部・職域組織の同窓会意識の向上と会員交流の促進
を図る方策として「農工通信」の年２回発行の内容を更に充実
させるとともに、集団部会の設置増及び正会員の総会構成員登
録増に努める。また、常務理事の部会・支部への派遣も引続き
行う。入会金・賛助会費等の会費の90％を超える納付率の維持

に努める。更に歳出削減に努めるとともに、会計ソフトの導入
を予定する。
6. 同窓会の現状と課題及び今後の対応
　平成22年度から検討を重ねてきた同窓会の改革について、積
残しとなっている分収林の課題，海外支部設置等について更に
検討を重ねる。
7.ホームページの充実
　平成24年度に開設した「会員交流広場」・「ギャラリー」等の
活用及び充実について更に検討を重ねる。
8.同窓会ＰＲ活動の実施
　同窓会紹介パンフレット及びホームページによるＰＲ活動に
努める。
9.会員の動静整理の継続実施
　農工通信が返送された会員について追跡の動静調査を行う。
10.一般財団法人 東京農工大学教育研究振興財団への協力
　財団の事務に対する実質的支援を従来どおり継続して行う。
11.準会員に対する援助、新入正会員歓迎行事の継続実施
　準会員（学生）の勉学・学生生活に関して、学会発表・コン
テスト・コンクール等発表・入賞祝い・優秀卒論副賞等の援助、
学園祭・課外活動の援助、同窓会推薦キャリア・アドバイザー
支援等の援助、並びに、卒業・修了証書カバーの贈呈を継続し
て行う。
12.会員の慶弔
　祝電・弔電により祝意・弔意を表す。
13.本学とのOB・OG情報の共有
　本学と本同窓会と相互でOB・OG情報を共有し就職支援等の充
実を図る。

[別記５]
平成25年度収支予算 （単位：円）

№ 区分 細分 項　　　目 （A）平成25年度
予算額

（B）平成24年度
予算額

（A）－（B）
増減 備　　考

1

基
本
財
産

収
入

基本財産（前年度繰越金　6 ） 300,000,000 300,000,000 0
2 余剰金からの繰入れ（30%超える分） 0 0 0
3 収入合計（1＋2） 300,000,000 300,000,000 0
4 支

出
他の財産へ繰出し 0 0 0

5 支出合計（4） 0 0 0
6 基本財産残高（3ー5）→次年度繰越金 300,000,000 300,000,000 0

7
運　

　

用　
　

財　
　

産　

収　
　

入

前年度繰越金（43） 16,257,311 13,260,618 2,996,693
余剰金：20,655,985円
当期収入金（30%）：54,191,038円×0.3 = 16,257,311円
特定目的繰入金：20,655,985円-16,257,311円＝4,398,674円
25年度への繰越金：20,655,985円-4,398,674円＝16,257,311円

8 入会金 4,800,000 4,212,000 588,000 過去3年間の収入実績の平均相当額を計上
9 年会費 1,300,000 1,138,000 162,000 〃
10 終身会費 2,100,000 1,593,000 507,000 〃
11 賛助会費 28,200,000 24,417,000 3,783,000 〃
12 利息 2,000,000 2,000,000 0 〃
13 寄附金 0 0 0

14 雑収入 360,000 340,000 20,000 見込みの出来る広告料の過去3年間の収入実績の平均相
当額を計上

15 収入合計（7～14の計） 55,017,311 46,960,618 8,056,693
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役職名 氏　　名 学科卒年 推薦母体

会　長 草野　洋一 養蚕Ｓ47 常 務 理 事 会

副会長 板橋　久雄 農　Ｓ39 農 学･生 物 生 産 学 部 会

〃 安藤　俊幸 蚕糸Ｓ49 蚕 糸 生 物 学 部 会

〃 佐藤　令一 植防Ｓ54 植 防･応 用 生 物 学 部 会

〃 蓮見　惠司 農化院Ｓ57 農芸化学･応用生命化学部会

〃 福田　清春 林産Ｓ44 林 産・ 生 物 資 源 工 学 部 会

〃 楊　　宗興 環保Ｓ54 環 境 科 学 部 会

〃 本山　芳裕 林　Ｓ48 林 学 部 会

〃 加藤　　誠 農工Ｓ44 生 産 環 境 工 学 部 会

〃 本間　秀和 地生H12 地 域 生 態 シ ス テ ム 学 部 会

〃 田谷　一善 獣医Ｓ46 獣 医 学 部 会

役職名 氏　　名 学科卒年 推薦母体

副会長 羽田　有輝 製糸Ｓ43 製糸･高分子･生命工学部会

〃 千田　　武 繊高Ｓ46 繊 維・ 有 機 材 料 部 会

〃 木村　雅俊 化工Ｓ48 化 学 工 学 部 会

〃 遠藤　幸一 工化Ｓ46 応 用 分 子 化 学 部 会

〃 澤田　孚夫 機械Ｓ40 機 械 シ ス テ ム 工 学 部 会

〃 宇野　　亨 電気Ｓ55 電 気 電 子 工 学 部 会

〃 安田　義道 応物Ｓ47 応 用 物 理 学 部 会

〃 近藤　　聡 情ｺﾐH18 情 報 工 学 部 会

〃 加藤　美治 MOT H21 Ｍ Ｏ Ｔ 部 会

〃 齋藤　　隆 生ｼ院H11 B A S E 部 会

№ 区分 細分 項　　　目 （A）平成25年度
予算額

（B）平成24年度
予算額

（A）－（B）
増減 備　　考

16

運　
　

用　
　

財　
　

産　

支　
　
　
　
　
　
　
　

出

動静調査等管理費 1,300,000 1,300,000 0
17 会報発行費 9,700,000 9,000,000 700,000 編集委員謝金(40万円)＋寄稿(30万円)の増
18 HP管理作成費 500,000 2,240,000 -1,740,000 リニューアルによる基本料金(124万円)の減少
19 部会・支部活動費 4,500,000 4,500,000 0
20 母校援助費 4,600,000 4,500,000 100,000 前年度の支出実績相当額を計上
21 新入正会員歓迎費 900,000 900,000 0
22 分収林管理費 100,000 50,000 50,000 老朽化に伴う看板の建替
23 資料整備費 300,000 680,000 -380,000 記念事業・会則等の印刷物の減少
24 事業費計（16～23の計） 21,900,000 23,170,000 -1,270,000
25 総会会議費 2,700,000 2,200,000 500,000 前年度の懇親会費は50周年記念事業費から支出
26 副会長懇談会費 80,000 70,000 10,000 前年度の支出実績相当額を計上
27 常務理事会議費 140,000 140,000 0
28 会議費計（25～27の計） 2,920,000 2,410,000 510,000
29 人件費 5,000,000 4,900,000 100,000 人件費(472万円)＋事務局長引継経費(28万円)
30 備品費 500,000 200,000 300,000 データベース用コンピュータ購入(30万円)の増
31 消耗品費 1,270,000 910,000 360,000 会計ソフト導入
32 通信費 950,000 950,000 0
33 旅費 1,900,000 1,500,000 400,000 前年度の支出実績相当額を計上
34 事務用品印刷費 60,000 60,000 0
35 慶弔費 150,000 150,000 0
36 光熱水費 120,000 120,000 0
37 その他雑費 300,000 400,000 -100,000
38 事務費計（29～37の計） 10,250,000 9,190,000 1,060,000
39 50周年記念事業費 0 7,615,458 -7,615,458 50周年記念事業終了の為
40 職員厚生費 1,864,773 1,444,773 420,000 通常積立(30万円)，人間ドック補助金(12万円)
41 予備費 18,082,538 3,130,387 14,952,151
42 支出合計（24＋28＋38+ 39＋40＋41） 55,017,311 46,960,618 8,056,693
43 運用財産残高（15－42）→次年度繰越金 0 0 0
44

特
定
目
的
事
業
財
産

収
入

前年度繰越金（54） 54,949,410 55,000,000 -50,590
45 余剰金からの繰入（30%を超える分） 4,398,674 0 4,398,674
46 収入合計（44＋45） 59,348,084 55,000,000 4,348,084
47

支　
　

出

八王子分収林育成事業支出 0 0 0
48 周年記念事業支出 0 0 0
49 学生援助事業支出 0 0 0
50 被災会員支援事業支出 0 0 0
51 図書・名簿等刊行事業支出 0 0 0
52 その他本財産に適合する事業支出 0 0 0
53 支出合計（47～52の計） 0 0 0

54 特定目的事業財産残高（46－53）
→次年度繰越金 59,348,084 55,000,000 4,348,084

55 月及び期末合計（6＋43＋54） 359,348,084 355,000,000 4,348,084

56 特定
資産 八王子分収林育成林木 32,877,400 32,877,400 0

57 月及び期末総合計（55＋56） 392,225,484 387,877,400 4,348,084

[別記6]
平成25～26年度　会長・副会長
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会　　長（平成25・26年度）
　草野　洋一（養蚕S47）

副 会 長（平成25・26年度）
　板橋　久雄（農　Ｓ39）　　　安藤　俊幸（養蚕Ｓ49）　　　佐藤　令一（植防Ｓ54）　　　蓮見　惠司（農化院Ｓ57）
　福田　清春（林産Ｓ44）　　　楊　　宗興（環保Ｓ54）　　　本山　芳裕（林　Ｓ48）　　　加藤　　誠（農工Ｓ44）
　本間　秀和（地生Ｈ12）　　　田谷　一善（獣医Ｓ46）　　　羽田　有輝（製糸Ｓ43）　　　千田　　武（繊高Ｓ46）
　木村　雅俊（化工Ｓ48）　　　遠藤　幸一（工化Ｓ46）　　　澤田　孚夫（機械Ｓ40）　　　宇野　　亨（電気Ｓ55）
　安田　義道（応物Ｓ47）　　　近藤　　聡（情ｺﾐＨ18）　　　加藤　美治（MOTＨ21）　　　齋藤　　隆（生ｼ院Ｈ11）

同窓会支部長及び連絡員同窓会支部長及び連絡員（平成25年６月14日現在）

常務理事（平成24・25年度）
理 事 長　　渡邊　敏行（材料Ｓ61）
副理事長　　鈴木　創三（農　Ｓ47）
総務部長　　滝山　博志（化工Ｓ62）
　副部長　　大里　耕司（農工Ｓ52） 総会担当
　　〃　　　千年　　篤（農　Ｓ58） 支部担当
　　〃　　　ポンサトーン・ラクシンチャラーンサク
 　　　　　　　　　　　（機シス院Ｈ14） 会務担当
経理部長　　多羅尾光徳（環保H３）
　副部長　　斎藤美佳子（工化H１）

監　　事（平成24・25年度）
　　　　　　　深水　智明（繊工Ｓ38）
　　　　　　　生原喜久雄（林　Ｓ41）
　　　　　　　竹内　道雄（農化院S50）

事務局長（平成24年度）　山田　昭一
 （平成25年度）　池谷　紀夫（農S49）

事業部長　　渡辺　　元（獣医Ｓ54）
　 〃 　　　淵野雄二郎（農　Ｓ43） 海外支部担当
　副部長　　西澤　宇一（機シスＨ12） 企画担当
　　〃　　　渡辺　直明（林　Ｓ51） 分収林担当
情報部長　　夏　　　恒（機シス工博H７）
　副部長　　近江　正陽（林産Ｓ60）
広報部長　　亀山　秀雄（化工Ｓ48）
　副部長　　野村　義宏（農化Ｓ59） HP担当
　　〃　　　野口　恵一（材料Ｈ１） 　 〃　
　　〃　　　馬場眞知子（林学院Ｓ51） 会報担当
　　〃　　　富永　洋一（物生Ｈ７） 　 〃　

同窓会役員等体制同窓会役員等体制

支部名 支部長名 連絡員名
北海道 長谷川周一 （農工S46） 宇野澤正美 （農工S46）
青　森 野村　昌志 （農工S39） 大橋　統州 （農　S54）
秋　田 野村　俊悦 （農　S44） 吉田　育男 （植防H4）
岩　手 黒田　榮喜 （農　S52） 藤原　哲雄 （農　S60）
山　形 河野　　詵（獣医S45） 川崎　聡明 （生産H9）
宮　城 田畑　正紀 （林　S55） 佐藤　大輔 （林　H4）
福　島 生沼　俊夫 （養蚕S35） 三森　　裕 （生産H1）
茨　城 川村　重信 （養蚕S40） 藍原　伸夫 （蚕糸S59）
栃　木 村松梅太郎 （獣医S39） 南木　好樹 （農工S58）
群　馬 小野宇三郎 （繊別S33） 唐澤　道央 （生産H7）
埼　玉 善林　六朗 （農　S40） 強瀬　道男 （農学S59）
千　葉 中村　圭一 （林　S39） 豊田　祐輔 （蚕糸H3）
東　京 馬場　信行 （林　S35） 山本　　賢 （農工S43）
神奈川 則武　宏一 （農工S41） 笠木　一行 （農工S62）
新　潟 佐藤　　修 （農工S40） 村山　康則 （農　H3）
富　山 青木　　誠 （農　S37） 加門　克己 （環･資H6）
石　川 北川　康一 （農工S46） 西山　　宏 （環･資H6）
福　井 友田　慶一 （繊工S42） 新海　隆介 （環･資H12）
山　梨 山下　健市 （養蚕S34） 原　　昌司 （蚕糸S60）
長　野 鮎澤　光昭 （養蚕S42） 城取　和茂 （農工H3）
岐　阜 武野　明義 （繊高S60） 安田　勝年 （製糸S42）
静　岡 水口　　衛 （獣医S29） 五十嵐香介 （地生H15）
愛　知 上井　和彦 （農　S33） 水野銈一郎 （農　S42）
三　重 吉田　　譲 （獣医S45） 古野　　優 （獣医S60）

支部名 支部長名 連絡員名
大　阪 佐々木良和 （農工S39） 乘藤　幹男 （電子H1）
京　都 植村左千夫 （林　S20） 西村　　寿 （農工S50）
滋　賀 勝田　謙次 （繊化S34） 南井　　隆 （林　H1）
奈　良 太田　道明 （農工S42） 望月　　昇 （化工S57）
和歌山 毛呂　　眞 （林　S41） 中村　純子 （環･資H6）
兵　庫 橋田　勝明 （獣医S46） 安徳　剛志 （林　S59）
岡　山 内藤　照章 （獣医S34） 佐藤　和久 （農　S54）
広　島 藤本　修身 （農化S44） 三宅　信行 （環保S55）
山　口 赤木　道博 （獣医S49） 岡本　賢一 （植防H4）
鳥　取 西尾　邑次 （農S17･9） 小林　　壽 （製糸S24）
島　根 中尾　清治 （農工S34） 松浦　史瑞 （林産H1）
香　川 岡崎　　進 （獣医S38） 河野　幸彦 （林　S63）
徳　島 長谷川　進 （工化S47） 小杉純一郎 （林　S63）
高　知 寺峰　　孜 （養蚕S45） 豊田　陽一 （蚕糸S57）
愛　媛 門屋　一臣 （農　S33） 白石　郁朗 （農　S46）
福　岡 西田　晴二 （獣医S41） 白石　哲広 （林産S50）
佐　賀 御厨　秀樹 （植防S56）（代行） 御厨　秀樹 （植防S56）
長　崎 片岡　正登 （製糸S48） 古賀　淳士 （農　S52）
熊　本 小邦　　徹 （林　S41） 小野亮太郎 （農　S63）
大　分 吉長　倫仁 （養蚕S45） 古長　茂亜 （林産S63）
宮　崎 小崎　　宏 （農　S45） 松山　隆二 （林産H5）
鹿児島 上原　武志 （植防S42） 平　　繁人 （養蚕S45）
沖　縄 城間　恒紀 （農化S42） 河口　哲也 （応生H6）
横浜会 松島　　稔 （製糸S37） 加藤裕二郎 （製糸S44）

同窓会役員等体制・支部長 及び 連絡員表同窓会役員等体制・支部長 及び 連絡員表
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に練習した甲斐あってか地元の軟野連盟では
Ａクラスにランクされるようになりました。
懐かしい思い出です。③蚕業指導所では前任
の丹羽鉀二さん（養蚕S17）から「尾張の人
達は反骨精神が強く、上からの押しつけがま
しい事を嫌う、然し、誠意が通じればトコト
ン協力してくれるからね」と言われ養蚕団体
との連絡、協調に努めました。④繭検定所長
の辞令を戴き主管課の岡秀樹園芸農産課長に
挨拶に行った時「やあ、お目出度う、だがね
え、２、３の人から検定所へ素人ばかり送り
こんで大丈夫かと言われているので、後指を
指されないよう頑張ってくれ」と言われ心し
て勤めました。

○余生をボランティアに

　退職後は地元の県事務所に嘱託として数年
勤めた後、町区長会副会長、同老人クラブ会
長、農・林協組、選管、社教、文化協会等の
理事、委員などを勤め平成10年、町表彰条例
による表彰を受けましたが現在は無職で、
ゲートボール、民謡、友人との囲碁を楽しむ
くらいです。健康のための野菜作り、ジョギ
ング等もしています。伝統ある農工大学の
益々のご発展をお祈り申しあげます。

身に余る光栄
鈴木　正敏（養実Ｓ18）

　平成24年、満88才に達した翌月の3月15日、高
齢者叙勲伝達式があり、大村知事より瑞宝双光
章を戴きました。そろそろ身辺を整理して子供
達に後事を託そうと思っていた頃でしたが、私
には、陛下から「健康に気をつけて、これから
も次世代の人達に範を示して下さい」とのお言
葉であると思い、心底から「よーし、もう少し
頑張ろう」と言うファイトが湧いてきました。
　私は昭和18年、東京高等蚕糸学校養蚕実科を
卒業し、同年蚕試豊川支場に奉職、栽桑係長、
本場技術第１科長、農総試蚕業研究所栽桑研究
室長を経て、昭和48年尾張蚕業指導所次長に転
出、同51年繭検定所長に補され、同55年定年退
職しました。蚕糸一筋に38年間勤めることがで
き本当に幸せでした。

○心に残る師の一言

　①卒業間近になった時、担任の渡辺静夫先生
から開口一番「役人になれ、月給は安いが年金
があるぞ、就いては俺の同級生の服部君（豊川
支場長）から１人ほしいと言ってきたから行っ
たらどうか、本校も安売りはしない方針だから
ね」と言われました。今、年金の有難さをしみ
じみ感じています。②最初は化学分析部主任の
小山総夫氏（栽桑S10）の下に配属され本務の
外に「同窓会には必ず出席して先輩に早く顔を
覚えてもらえ」とか、宴席では「新人は先に徳
利を持って注いで廻れ、酒に溺れるな、余興の
１つくらい覚えろ」等の処世訓を教わりまし
た。氏はその後、支場長、本場長、農総試蚕研
所長となられ、私も影を追うように仕え薫陶を
受けました。氏は又、野球が大好きで職場チー
ムを作り監督になられ、私も選手として参加し
ました。退庁後、日の暮れるまで毎日のよう
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亀山　純生農学研究院教授

　私は東京農工大学には、昭和58年10月一般教育部
（工学部所属）に倫理学担当として着任し、その後一
般教育部廃止に伴い平成７年に農学部に配置換えとな
りました。本年３月の定年まで、29年半もお世話にな
りました。まことに ありがとうございました。 
　この間一貫して教養教育改革に携わり、基礎ゼミや
一般教養・科学技術教養の並置など、農工大独自の教
養教育の骨格を定めた平成12年改革（通称グリーン
ブック）の実現にも関わることができました。また農
学部では、全国で初めて人文社会科学を農学の中に位
置づける地域生態システム学科の創設に関わり、総合
農学をめざす農学部の歴史的事業にも参加できまし
た。混迷する日本社会の行く末を考える時、学生が社
会の中堅として活躍する30年先を見越した骨太くブレ
ない教養教育や総合農学の充実は決定的意義をもつよ
うに思われます。  
　未来を担う科学技術者養成をめざす本学のかかる重
要な事業に参加できた光栄に感謝しつつ、農工大の一
層のご発展をお祈りします。

高橋　幸資（農化S45）農学研究院教授

　昭和41年４月に農芸化学科に入学し、６年後大学院を
修了して同窓会員になりました。当時は木造校舎で実験
台も外国人教師に合わせて背が高く、古びていたが漆塗
りの木製でした。建物新営、学科増設、研究施設新設が
相次ぎ、農学部のまさに発展する時期でもありました。所
属した研究室が部会のお世話をしていたので、学生時代
から同窓会に関わり、11年後助手として戻ってからは、本
会の常務理事が回ってきてその後途切れなく本会に関わ
りました。特にこの10数年、歴代会長はじめ皆様の温かい
ご支援を頂いて、本会の運営の充実と改革を進める役を
不十分ですが果たせたことは、有難いことでした。同窓会
は目前の利害のない集まりです。ある意味無目的な会です
から、その原動力は同窓個々人の意識に依存します。個々
人の意識ですから強制することはできません。しかし、
ほっておけば意識は強まることはありません。生き物と同
じように日頃から手入れすることが大事です。
　長い間有難うございました。同窓会の益々の発展を
お祈りします。

田谷　一善（獣医S46）農学研究院教授

　本学獣医学科を卒業後、42年間｢生殖内分泌学の研
究｣と｢獣医生理学｣の教育に専念するとともに国際学
術交流や社会貢献活動に携わってきました。
　国際学術交流としては、米国パデュー大学との夏季
学生交換交流事業に携わりました。この交流は、大学
での講義、企業や公共団体でのインターンシップと
ホームステイを中心にした大学・企業・市民の３者に
よる国際交流でした。このプログラムでは、2001年９
月11日の米国同時多発テロ事件の時に、本学の学生さ
んが米国に足止めとなり、帰国まで大変な苦労をした
ことが懐かしい想い出となっています。その翌年の
2002年５月に、当時の岸田文雄文部科学副大臣ら一行
と共に、本学から４名の教授がアフガニスタン・カ
ブール大学を訪問して、大学間協定を結び、カブール
大学の若手教員に学位を習得させるプログラムがス
タートしました。学内には、カブール大学復興支援室
を設置して、本学が高等教育支援を通してアフガニス
タンの復興を支援する体制が整いました。今では、本
学で学んだ教員がカブール大学で教鞭に立ち、祖国の
復興に向けて努力を続けています。アフガニスタンの
治安が回復して、いつの日か、再びカブール大学を訪
問して、学生さんに講義をしてあげられる日が来るこ
とを願っています。
　大学教育の一環として、馬術部の顧問教員を20年間、
ミニホースの会の顧問教員を10年間勤めました。この間
に、学部と学科を越えた多くの学生さんと活動したこと
は、私の大切な想い出です。これからは、外部から、東
京農工大学の更なる発展を応援しています。

豊田　　隆農学研究院教授

　農林省農業総合研究所、弘前大学、筑波大学を経
て、平成11年に東京農工大学へ国際環境農学専攻が創
設され、地域開発政策学担当の大学院教授に着任し、
14年間にわたりお世話になりました。定年退職を迎え
られたのは、温かい支援を与えられた皆様の賜であ
り、寛容で鷹揚なお気持ちに感謝申し上げます。国際
専攻主任等として大学国際化のため秋入学と特別選
考、授業・論文の英語実施で学際的交流をすすめ、研
究室では東アジアから東欧へ至る12カ国から留学生を
迎え、連合農学研究科では11名の博士指導のうち10名
が外国人です。卒業生の多くは世界各地の大学や社会
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で活躍しています。言葉や文化の異なる海外の留学
生たちが本学を選び、お互いに教え合って成長して
行く姿は、日本人が世界に誇れるマインドの一つで
す。本年はシニアプロフェッサーとして大学院講義
を担当します。着任時の梶井功元学長を初め、諸先
輩、同僚や事務職員の皆様に、心より御礼を申し上
げます。有り難うございました。

矢ヶ崎　一三農学研究院教授

　1983年に東京農工大学農学部へ赴任して本年2013
年３月に定年退職致しました。薬学部（生理化学）を
卒業後、大学院は農学系研究科博士課程（栄養化学）
を修了、製薬会社研究所（薬理学）へ就職した後、農
工大農学部で約30年間を過ごしました。最初は農芸化
学科・食品化学研究室、その後は応用生物科学科・栄
養生理化学研究室で食べ物の研究と教育を行ってまい
りました。それぞれの場所で学んだことは一見ばらば
らのようですが、ことなった観点から化学と生物学を
基礎とした分野を体験できたと考えております。最終
的には「食理学」という概念でまとめることができま
した。着任の数年後には博士課程が設けられたことも
あり、卒論生、修士課程、博士課程の優秀な学生諸君
とも巡り合えて、楽しくすごすことができました。若
いころは研究費をいくら申請しても採択されず、つら
い思いも致しましたが、今考えれば修行の過程と懐か
しく思い出しております。定年まで無事勤められまし
たのも、関係の皆様のおかげと深く感謝いたしており
ます。

小宮　三四郎工学研究院教授

　昭和57年７月、東京工業大学資源科学研究所から
当時の東京農工大学工学部資源応用化学科に助教授
として赴任してから31年が過ぎました。そして平
成25年３月に定年退職の日を迎えることになりま
した。農工大では公私にわたりいろいろなことがあ
りましたが、今は全てが懐かしくも楽しい思い出で
す。この間、有機遷移金属化学に関する研究と応用
化学系学生の教育を楽しみながらそして苦しみなが
らも続けることができたことに心から感謝いたしま
す。本学が未だ牧歌的雰囲気が漂っていた時代に赴
任し、その後博士課程の設置、学科や大学の改組、
法人化等を経て、今工学部は産学連携を旗印にして
進んでいます。私は、本学では一般教養のみならず
専門家を育てるための基礎教育の不足を常々感じて
きました。加えて、世界がグローバル化した今、日
本はゆとり世代の若者の教育の難しさに直面してい

ます。今は農工大が将来向かうべき道の岐路にいるよ
うに思います。大学として最も大事なことは、教員一
人一人の自由で独創的な研究が継続的に行われ、その
成果が世界へ発信されていることと、教職員学生間の
信頼あるコミュニケーションを基盤とする親身な基礎
教育が充実していることではないでしょうか。小手先
の努力では実現できない難題ではありますが、農工大
が世界に誇るすばらしい大学であり続けることを祈念
いたします。

堤　　正臣工学研究院教授

　農工大にお世話になって27年、その前の東京工業大
学時代を含めると37年間大学で教育・研究に打ち込め
たことを大変に幸せであったと思っております。特に、
農工大に来てすぐから“博士後期課程学生を入学させ
なければならない。”というプレッシャーがあったこと
が、今の自分へと成長させたと思っています。日頃か
らめぼしい学生に声をかけ、進学を勧めてきました。
そのような学生が入ってくれたおかげで新しい分野を
確立でき、さらにその業績が国際的にも認められるよ
うになりました。学生と連名でもらった賞が30件を超
えています。これは、多くの学生が斬新なアイデアを
提案してくれたからです。多くの企業や団体との共同
研究も実施できました。この４月からは広報・国際担
当理事・副学長を拝命し、２年間全力で本学の発展の
ために尽力していく所存でおります。よろしくご協力・
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

寺田　松昭工学研究院教授

　企業で29年間研究開発に従事した後、平成11年４月
に工学部情報コミュニケーション工学科に着任して14
年間皆様には大変お世話になりました。教育では約80
名を数える学生とゼミでの活動、卒修論指導などを通
じて楽しく過ごさせてもらい、元気をもらいました。
研究では、企業時代も含めて一貫してコンピュータ
ネットワークに取り組みました。農工大着任のころか
らはインターネットの急速な発展時期で、若い学生の
皆さんのフレッシュなアイデアを取り入れつつ、多く
の新しいシステムやサービスを提案できたことを嬉し
く思っております。管理運営では総合情報メディアセ
ンター長、CIO補佐、学科長などを仰せつかり、関係
の事務の方々の支援を得ながら何とか職務を遂行し、
教育・研究とは異なる得難い経験を積ませていただき
ました。 最後になりましたが、農工大の益々の発展
を祈念し、ご挨拶とさせていただきます。
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平成24年度　同窓会学生援助事業報告
　同窓会学生援助事業とは、母校援助の一環として本学学生の皆さんの学会発表やコンテスト・
コンクールへの出場、学科の選考による優秀卒業論文表彰、種々の課外活動に対して援助金を支
給し、支援する事業です。
　この事業は、会員の皆様から納入いただいた同窓会費（終身会費・年会費）や入学時に納入い
ただいた入会金・賛助会費を元に支出しております。平成24年度の援助金総額は5,297,000円でした。
ここにご報告させていただきますとともに、厚くお礼申し上げます。
　今後とも母校援助にご協力賜りますようよろしくお願い申し上げます。

事　項 件　数 金　額
学会発表　＜参加・出場＞ 513名 2,565,000円
学会発表　＜入賞＞ 38名 380,000円
コンテスト・コンクール ＜出場＞ ７名５団体 85,000円
コンテスト・コンクール ＜入賞＞ ５名５団体 100,000円
優秀卒業論文 ８学科 80,000円
課外活動　＜学園祭＞ ２件 200,000円
課外活動　＜サークル活動＞ 20件 1,000,000円
課外活動　＜リーダーストレーニング＞ １件 50,000円
キャリアアドバイザー支援 ２名 120,000円
卒業・修了証書カバー支給 1,760名 717,000円

合　計 5,297,000円

※詳細については、同窓会ホームページ（http://www.tuat-dousoukai.org/）をご覧ください

　キャリア・アドバイザー制度が出来て、今年の３
月末で10年半経ちました。この間延べ1,700人を超え
る学生が農学部の相談室を訪れました。
　進学か就職か、民間か公務員か、志望する業界や
企業の見極め方、エントリーシート特に専門性に基
づく志望動機の書き方と添削、面接の受け方、模擬
面接をやって欲しい等あらゆる種類の相談を引き受
けて、学生諸君とともに考え、試行錯誤で進めて来
ました。近頃は就活の解禁が12月と遅くなり12月か
ら翌年６月頃に学生が集中し、この期間は大忙しと
なります。
　学生の志望先は公務員３割、民間企業７割です。
公務員志望者は各省庁、各都道府県のＯＢ･ＯＧの
ネットワークが比較的整備されており、同窓会の検
索システムを使わせて頂いて支部連絡員や先輩の
方々への連絡もでき、県農政の課題など伺う機会も
作られ、学生の努力次第で就活の準備がきちんと出
来るかたちなっています。また先輩公務員の活動の
様子は先生方も良くご存知で、随時適切な支援指導
が成されているようです。

　一方の民間企業については、学生の大半が製造
業志望。なかでも食品企業が圧倒的です。我々の頃
は大学の講義は農産製造、畜産製造など製造学が
必修でしたが、今はどの学科・専攻でも生物学が主
流しかも分子生物学中心、学生は製造業のイメージ
が掴めず、専門性に根ざした志望動機や入社してか
ら何をやりたいのかなどを思い描くのに苦労してい
ます。
　また我々の頃は多くの工場や研究所の見学が出
来、生きた企業の姿を見聞きすることが出来ました
が、いまは殆ど行われていないようです。
　今後はＯＢ･ＯＧが積極的に関与する、食品企
業の実態が判る講義やまた企業見学の機会を是非
作っていただきたいと思います。
　そのためには大学全体としての就職支援をどう位
置付け、どのような施策を行ってゆくことが望まし
いのかを構想し、実態把握と企画立案、遂行を図る
一元化された司令塔の存在が是非大学中枢部に必
要であると考えます。

キャリア・アドバイザーを終えて 櫻井 邦雄（農化Ｓ37）
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北海道支部北海道支部

日 　 　 時　平成24年12月１日（土）
開 催 場 所　KKRホテル札幌　　　　参 加 人 数　24名
派遣理事名　渡邊　敏行理事長
実 施 事 項　平成24年度総会及びミニ講演会開催
幹事･報告者　宇野澤　正美（農工S46）　

＜幹事のコメント＞
　当日は、日中でも気温が氷点下の真冬日でありましたが、
昨年より多い24名の会員が全道より集まりました。
　平成24年度の事業報告や平成25年度の事業計画決定など
の総会のあと、渡邊理事長より母校の近況報告と、「新し
い刺激応答性材料」と題した講演をしていただきました。
時代の先端を行く研究に触れ、一同大変感心いたしました。
　その後の懇親会は、長谷川支部長の乾杯により開宴し、
少し飲んでから各人が順番に近況等についてスピーチ。熱
が入り待ち時間をオーバーする人が続出しましたが、何と
か全員が終わったあと、岡田俊夫氏（48農学科卒）の歌唱
指導により「校歌」、「駒場小唄」などを合唱し、大変な盛
り上がりのなか万歳三唱して散会しました。なお、当日は

「嵐」の札幌講演とぶつかり、理事長の宿が少し遠くになっ
てしまいご不便をおかけしました。

青森県支部青森県支部

日 時　平成24年11月10日（土）
開 催 場 所　ラ・プラス青い森（青森市）　参 加 人 数　13名
実 施 事 項　同窓会のFacebook（青森県）の設置について、

　 　その他会員の近況報告など
幹事･報告者　大橋　統州（農S54）

＜幹事のコメント＞
　北国の晩秋、めっきり寒くなりました。
　近年は隔年で開催していますが、恒例の近況報告で、あ
と数年で退職という声が多くなりました。
　その一方で、新入会員１名の参加があり、楽しいひとと
きを過ごしました。でも、酒量は落ちたような気がします。

秋田県支部秋田県支部

日 時　平成24年９月29日（土）
開 催 場 所　協働大町ビル（秋田市）　　　参 加 人 数　17名
派遣理事名　鈴木　創三副理事長
実 施 事 項　鈴木副理事長によるミニ講演会「放射性核種セシ

ウムと粘土鉱物バーミキュライトの関係」と農工
大の近況について、会計報告、会員の近況報告

幹事･報告者　吉田　育男（植防H４）

＜幹事のコメント＞
　例年に比べ少ない参加での開催でしたが、鈴木副理事長
の農工大への愛情にあふれる近況報告に農工大ブランド焼
酎「賞典禄」をまじえての懇親会、そしてその中で語られ
る恒例の会員近況報告などで大いに盛り上がり、毎年歌っ
ていた学歌の合唱もついつい忘れるほどでした。

宮城県支部宮城県支部

日 時　平成24年７月21日（土）
開 催 場 所　ホテルJALシティ仙台　　　参 加 人 数　17名
派遣理事名　野村　義宏常務理事
実 施 事 項　第１号議案　平成23年度収入支出決算について

　 　第２号議案　平成24年度収入支出予算について
幹事･報告者　佐藤　大輔（林H４）
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＜幹事のコメント＞
　東日本大震災以降２回目となる宮城県支部総会が開催さ
れました。震災復興の中、昨年の参加者よりは若干増加し
ましたが、コンパクトにまとまった総会となりました。
　総会では、議案について異議無く承認された後、本部来
賓の農学部野村義宏准教授から、「サメの有効利用」と題
し、大学発の事業創出や実用化に向けた取組みなどの研究
成果について御講演頂き、フカヒレで有名な当県の気仙沼
市での活動や、震災後の復興に向けての今後の展開などに
ついて貴重なお話を伺いました。
　総会に引き続き開催された懇親会では、新しい参加者を
はじめとして、若手会員や女性会員の参加が多く得られた
こともあり、盛会に終えることができました。

福島県支部福島県支部

日 　 　 時　平成24年７月７日（土）
開 催 場 所　福島ビューホテル　　　　参 加 人 数　39名
派遣理事名　鈴木　創三副理事長
実 施 事 項　（議事内容）平成23年度事業報告、平成24年度事

業計画の承認、役員改選（講演・討論会等）鈴木
副理事長から農工大の近況について、学位取得の
報告について、懇親会

幹事･報告者　阿部　正久（林H５）

＜幹事のコメント＞
　総会終了後の懇親会では、鈴木教授から母校の近況や同
窓会本部として取り組んでいる活動についてご紹介をいただ
き、今年３月に学位を取得された齋藤隆氏（生シ院H11）か
ら「農作物によるディルドリン吸収特性の解明とキュウリの
ディルドリン吸収抑制技術の開発」について報告がありまし
た。さらに、大学校歌を教授と参加者が一緒に熱唱するなど、
和やかな雰囲気で会が進行しました。
　会の閉めは、柳沼泰衛顧問（養蚕S31）の万歳三唱により行い、
参加者の面々は来年の再会を胸に誓いつつ散会しました。

埼玉県支部埼玉県支部

日 時　平成24年10月27日（土）
開 催 場 所　パイオランドホテル　　　　参 加 人 数　24名
派遣理事名　渡辺　元常務理事
実 施 事 項　平成23年度事業報告並びに決算報告について、平

成24年度事業計画並びに予算案について、渡辺元
教授から大学の近況報告

幹事･報告者　強瀬　道男（農S59）

神奈川県支部神奈川県支部

日 時　平成24年９月８日（土）
開 催 場 所　オークラフロンティアホテル　　参 加 人 数　27名
派遣理事名　渡辺　元常務理事
実 施 事 項　平成23年度決算及び監査報告について、平成24年

度予算の承認について、神奈川県支部50周年記念
事業について、渡辺教授からの農工大の近況につ
いて、懇親会

幹事･報告者　青木　稔（獣医S54）／荒井　信行（獣医S57）
＜幹事のコメント＞
　支部会員出席者27名に本部理事会から派遣理事として渡
辺獣医学科教授を迎えて開催しました。総会では２年後の
支部50周年行事も議題に上り、支部HPの立ち上げが報告
されました。先生からは大学の近況として本部同窓会50周
年記念会館完成や共同獣医学科の取り組みなど詳しいお話
があり、また農工大TLO株式会社の取り組みにつき、深
水取締役から説明がありました。
　懇親会では新たな試みとして実施した、農工大学現役吹
奏楽部学生によるフルートとバイオリン二重奏が好評であ
り、大学校歌の生演奏もリクエストされ、演奏に合わせて
グリークラブ顧問でもある渡辺教授と獣医学科29年卒最古
参出席者の校歌斉唱も飛び入り、大いに盛り上がりました。

富山県支部富山県支部

日 時　平成24年３月10日（土）
開 催 場 所　しゅん家（富山市）　　　　参 加 人 数　16名
派遣理事名　鈴木　創三常務理事
実 施 事 項　平成23年度収支決算報告、役員改選、鈴木常務理

事より大学の近況報告、会員の近況報告
幹事･報告者　加門　克己（環・資H６）
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＜幹事のコメント＞
　当日は１年ぶりの方、久しぶりの方等が顔を合わせ、お
互いの近況等について和気あいあいと語り合いました。
　また、本部よりご参加いただいた鈴木先生からは、大学
の近況等について情報提供があり、皆、昔の学生時代と重
ね合わせて聞いていたように思います。
　想像はしていましたが、農工大も女性が多くなってきた
のですね！

石川県支部石川県支部

日 　 　 時　平成25年３月１日（金）
開 催 場 所　吟の小判（金沢市）　　　　参 加 人 数　16名
実 施 事 項　総会及び親睦会
幹事･報告者　西山　宏（環・資H６）

＜幹事のコメント＞
　まだ肌寒い３月初旬に総会及び懇親会を開催した。
　年度末の慌ただしい時期でもあり、参加者は16名となっ
たが、初参加の５名を迎えての開催となり、大学の近況や
昔話等、時が経つのも忘れて語り合っていた。
　今後も幅広く同窓生に呼びかけ、親睦の和を広げていく
こととしたい。

福井県支部「けやき会」福井県支部「けやき会」

日 時　平成25年３月９日（土）
開 催 場 所　割烹おお田　　　　参 加 人 数　15名
派遣理事名　朝倉　哲郎教授
実 施 事 項　支部長改選、ほか
幹事･報告者　新海　隆介（環・資H12）

＜幹事のコメント＞
　島田昭男支部長、長い間ありがとうございました。
　新たに友田慶一支部長を迎え、福井県支部、益々もりあ
がって行きましょう。
　また友田新支部長より「福井県支部」の会名をつけては…
とのご提案に、全員一致で賛成。「けやき会」と命名されま
した。
　あとはフェイスブックにてご報告。

岐阜県支部岐阜県支部

日 時　平成24年５月20日（日）
開 催 場 所　ホテルリソル岐阜　　　　参 加 人 数　18名
派遣理事名　亀山　秀雄常務理事
幹事･報告者　安田　勝年（製糸S42）

＜幹事のコメント＞
　去る５月20日に、創立以来（昭和39年４月）数えて10回
目の農工大岐阜県支部の総会を、岐阜駅北口前のホテルリ
ソル岐阜で参加者18名により開催しました。この日には東
京農工大学同窓会本部理事、亀山教授をお招きし、最近の
大学の教育研究の取り組みについて報告を受けた。先生か
ら、21世紀の豊かな社会を持続発展するためには、環境、
エネルギ、食料分野の技術革新、いわゆるイノベーション
の必要性から農学府、工学府が一丸となって真摯にその課
題解決のため研究に邁進しているとの講演を聞き、その研
究姿勢に驚きを感じたことであった。この後、幹事から21
年から23年度までの事業活動、会計報告した後、次回開催
地は、これまで一度も開催したことがなかった飛騨地域で
の計画を提案したところ、大いにやりましょうとの参加者
の賛同をえたので、２年先には奥飛騨温泉郷でホテル経営

（中尾平ホテル）されている会員にお願いすることにし、
引き続き会員同士の交流会に替えて、参加者らは飲食を共
にして意気投合し、大いに語り合い、参加者全員の万歳三
唱の発声のもとで宴を閉幕した。

静岡県支部静岡県支部

日 時　平成25年３月２日（土）
開 催 場 所　クーポール会館（静岡市）　　参 加 人 数　43名
派遣理事名　富永　洋一常務理事
実 施 事 項　（議事内容）（１）平成24年度事業報告（２）平成

25年度事業計画（３）その他（講演・演題）「所有
から管理、経営へ」～仲間とつなぐ地域の森～講師：
杉山嘉英（林S52）、懇親会

幹事･報告者　五十嵐　香介（地生H15）
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三重県支部三重県支部

日 　 　 時　平成24年９月９日（日）
開 催 場 所　新玉亭（津市）　　　　参 加 人 数　13名
派遣理事名　西澤　宇一常務理事
実 施 事 項　本部総会報告、役員改選、西澤先生より母校の近

況報告
幹事･報告者　古野　優（獣医S60）

＜幹事のコメント＞
　今年も、津市の新玉亭で総会と懇親会を開催しました。
岡さん、森田さん、山上さんが久しぶりに参加されました。
熊谷さんが初参加でした。
　93歳の岡さんが、無理して長生きするものでは無い、人
間には皆寿命があるのだから、自然に従うのがよろしいと
挨拶されました。うーん、成る程と思いましたが、歳を取っ
てみないとわからないなあとつくづく感じました。
　工学部出身者の参加者が少ないので、来年は奮ってご参
加下さい。

京都府支部京都府支部

日 　 　 時　平成24年７月７日（土）
開 催 場 所　京都平安ホテル　　　　参 加 人 数　11名
幹事･報告者　西村　寿（農工S50）／ 平野　孝志（農工S53）

＜幹事のコメント＞
　７月７日（土）に復活３回目となる同窓会京都支部の総会・
交流会が11名の参加で行われました。
　総会では植村左千夫支部長（昭20林卒）が体調不良で急
遽欠席されましたので、西村寿連絡員（昭50農生産工卒）
から開会挨拶と同窓会本部総会・大学キャンパスの近況報
告、事務局から支部会計報告があり、出席者最年長の續葛
修一氏（昭33繊工卒）の乾杯発声で交流会が行われました。
　交流会では、参加者ひとりひとりから学生時代の思い出
や近況報告があり、それぞれの話に聞き入りながら和やか
なひとときを過ごしました。

　５回目の節目の時はぜひ祇園で同窓会を開催したいと（舞
妓さんは無理かも）、決意と願望の発言もあり、みな大いに
盛り上がり、来年の再会を楽しみに散会となりました。

和歌山県支部和歌山県支部

日 時　平成25年１月26日（土）
開 催 場 所　琴ノ浦温山荘園　　　　参 加 人 数　16名
幹事･報告者　中村　純子（環・資H６）

＜幹事のコメント＞
　平成25年１月26日（土）午前11時30分より、東京農工大
学和歌山支部同窓会を開催しました。
　まだ風も冷たい時期でしたが、昭和23年卒から平成20年
卒まで合計16名が参加し、親睦・交流を深めました。
　会場となった琴ノ浦温山荘園は、世界有数のベルトメー
カーのニッタ株式会社の創業者、新田長次郎氏所有の由緒
ある日本庭園で、平成10年には国の登録有形文化財に、ま
た平成22年には庭園が国名勝に、平成22年に建物が国の重
要文化財に指定されています。
　また、今回、支部会長について、長年勤めていただいた
山本様（林S23）から、毛呂様（林S41）にバトンタッチ
していただくことになりました。

兵庫県支部兵庫県支部

日 時　平成24年７月７日（土）
開 催 場 所　パレス神戸　　　　参 加 人 数　18名
派遣理事名　渡邊　敏行理事長
実 施 事 項　弔事、平成23年度会計報告、兵庫県在住卒業生氏

名一覧について、平成25年度総会について
幹事･報告者　安徳　剛志（林S59）

＜幹事のコメント＞
　最年長は昭和32年卒業生、最年少は平成３年卒業でした。
年齢や卒業学科に関係なく、楽しいひと時を過ごしました。
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岡山県支部岡山県支部

日 　 　 時　平成24年８月25日（土）
開 催 場 所　ピュアリティまきび（岡山市）　参 加 人 数　18名
派遣理事名　淵野　雄二郎常務理事
実 施 事 項　母校の近況等について、平成23年度事業報告・会

計報告
幹事･報告者　佐藤　和久（農S54）

＜幹事のコメント＞
　８月25日岡山県支部総会を開催しました。本部より淵野
事業部長にお出でをいただき、母校の近況について紹介を
いただきました。なお、当日は、岡崎進香川県支部会長、
国立市在住で倉敷芸術科学大学教授の大島誠之助さんにも
出席をいただき、会を盛り上げていただきました。時間が
不足するほど盛り上がった同窓会となりました。

広島県支部広島県支部

日 時　平成25年３月24日（日）
開 催 場 所　メルパルク広島　　　　参 加 人 数　19名
派遣理事名　西澤　宇一常務理事
実 施 事 項　会計報告、役員承認、大学の近況報告(西澤先生か

ら)など
幹事･報告者　三宅　信行（環保S55）

＜幹事のコメント＞
　私が連絡員になってから、支部総会で利用していた広島
県庁の共済施設が宴会業務を廃止したため、会場探しに苦
労しました。
　当日は、マツダ（株）の同窓生のうち３名の参加があり、
石田一之（機械昭和59）さんからマツダ車のラインナップ
と同社内における同窓会の紹介がありました。広島県支部
よりも活発な活動内容で連絡員としてはうらやましく感じ
られました。

山口県支部山口県支部

日 時　平成24年７月22日（日）
開 催 場 所　防府グランドホテル　　　　参 加 人 数　10名
派遣理事名　西澤　宇一常務理事
実 施 事 項　（議事内容）①第49回通常総会について②平成23年

度事業報告及び決算報告について③平成24年度事
業計画(案)及び予算(案)について④支部役員改選
について⑤平成25年度支部総会の持ち方について
（講演・討論）農工大の近況報告と研究トピックス
－各メディアで報道された農工大の研究紹介－

幹事･報告者　岡本　賢一（植防H４）

＜幹事のコメント＞
　支部連絡員の岡本（植防H４）です。
　私が支部の事務局を務めている関係で、自ずから幹事の
役もこなしています。
　事務局を務めて18年目になりますが、総会の出席者は概
ね固定化され、毎年同じ顔ぶれが揃います。
　10数年前から出席者が変わらないということは、自ずから
高齢化が進んでいるということです。
　若手が参加しやすい環境を整えなければ、さらに十数年後
には総会の開催自体も危ぶまれる状況に陥ってしまいます。
　会は毎回盛会のうちに終了していますが、敬老会（？）
にならないよう、皆でない知恵を絞ってがんばっています。

香川県支部香川県支部

日 時　平成24年10月27日（土）
開 催 場 所　リーガホテルゼスト高松　　参 加 人 数　15名
派遣理事名　馬場　眞知子常務理事
実 施 事 項　講演会、会計報告、懇親会
幹事･報告者　河野　幸彦（林S63）

＜幹事のコメント＞
　平成24年10月27日（土）に香川県支部総会を９年振りに
高松市内のリーガホテルゼスト高松で開催しましたとこ
ろ、15名の同窓生の参加と、同窓会本部から国際センター
副所長の馬場眞知子教授のご臨席を頂き、盛大に開催する
ことができました。
　会は、最初に岡崎支部長の挨拶に始まり、馬場先生によ
る農工大学の現在の状況報告、学内の状況をPCで見せて
頂いたりした後、懇親会に移りました。
　今回の総会では、初めて参加された方も多くおられ、最
初は緊張気味のようでしたが、自宅が近くで時々お顔を合
わせることがあった方が、同じ同窓生であったことが今回
初めて判明したり、馬場先生のお嬢様と同級生であったり、
勤務先等の近くに誰々がいたりとかでやはり世間は広いよ
うで狭いということを実感しました。
　これまでの総会では、農学部卒の同窓生が多かったイ
メージがありますが、今回は工学部卒の方が比較的多く出
席され、しかも比較的年代が近い方々が揃われていたよう
で、そちらでも盛り上がっていました。
　約３時間の懇親会もあっという間に過ぎ、次回は平成25
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年に開催することを目標に鳥飼前支部長の締めで閉会しま
した。
　ご参加の皆様方、ご苦労様でした。また、次回お会いし
ましょう。今回参加できなかった方も、次回はよろしくお
願いします。

愛媛県支部愛媛県支部

日 　 　 時　平成25年２月９日（土）
開 催 場 所　えひめ共済会館　　　　参 加 人 数　18名
実 施 事 項　事業報告、会計報告、本部同窓会・50周年記念式

典参加報告、役員改選ほか
幹事･報告者　白石　郁朗（農S46）　

＜幹事のコメント＞
　２年に一度の開催が恒例の支部総会。史上初！ ２名も
の女性を含む、18名の参加を得て和やかに開催。事務局か
ら頂いた名簿がしっかりしているので、宛先不明の返書ゼ
ロにまず感謝。
　支部長撮影の本部同窓会・50周年記念式典・小金井キャ
ンパスの写真を回覧しながら、門屋支部長と重松代議員か
ら、つぶさに報告を頂く。事業報告、会計・監査報告等の
承認を頂いた後、役員改選に移る。門屋一臣支部長、鈴木
東義副支部長兼代議員、織田聰副支部長、重松正矩顧問等
の新体制で臨むことを決定。欠席者40名のコメント、校歌・
寮歌も紹介。
　記念撮影の後、懇親会…。懇談の合間を縫って、全員が
近況報告。この会が縁で講師に招かれたお話、退職後の老
老介護、農作業従事、雑草との格闘、道の駅への出荷、同
じ職場に３名の同窓生、初参加、手彫りの観音像、瀬戸内
海の釣り三昧、全日本バレー女子公式ウェア、寮歌、スト
ライキ、止まらぬ熱弁…。２年後の再会を約し、千鳥たち
は太陽がまぶしい市街へ。

福岡県支部福岡県支部

日 時　平成24年12月８日（土）
開 催 場 所　平和楼 天神本店　　　　参 加 人 数　20名
派遣理事名　千年　篤常務理事
幹事･報告者　白石　哲広（林産S50）

＜幹事のコメント＞
　前回の総会において２年毎の開催を決議した今年度の総
会は、段取りが悪く忘年会シーズンの開催となってしまい
ました。
　総会では、東日本大震災被災者への黙祷、西田晴二（獣
医S41卒）支部長あいさつの後、千年先生から東京農工大
の現況についてパワーポイントを使って詳しく御報告頂き
ました。前副支部長の小野泰治先輩（林S29卒）の乾杯の
音頭で懇親会に移り、各会員からコメントを頂くなかで、
諸先輩方のさすが農工大の「蛮からな校風」を彷彿とさせ
る話を伺うことが出来ました。最後に中野哲男先輩（養実
S23卒）の締めの言葉でお開きとなりました。
　今回、若手は松井司君（生産H22卒）だけでしたが、諸
先輩の貴重な話を聞ける絶好の機会であり、次回は多くの
会員が出席されんことを期待しております。

長崎県支部長崎県支部

日 時　平成25年３月９日（土）
開 催 場 所　セントヒル長崎　　　　参 加 人 数　16名
実 施 事 項　［総会］支部長挨拶､会計報告､支部長選任、［懇親会］
幹事･報告者　片岡　正登（製糸S48）

＜幹事のコメント＞
　久しぶりの（２年に１回）総会にS32年卒からH11年卒
まで16名の同窓が集まりました。寮生活、当時の時代背景、
東京の思いで、勉強等々、話が弾みました。過ごした時代
は違っても同じキャンパスで最も楽しい時間を過ごした点
は共通の様です。
　若返りを図ろうということで、支部長交代（新支部長 
片岡正登（製糸S48））を行いました。

熊本県支部熊本県支部

日 時　平成25年６月１日（土）
開 催 場 所　熊本交通センターホテル　　参 加 人 数　24名
派遣理事名　千年　篤常務理事
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実 施 事 項　平成24年度会計報告について、会員の動き、役員
改選、規約改正、その他

幹事･報告者　上野　周子（植防S61）　

＜幹事のコメント＞
　千年先生より、現在の農工大学の概要（新たな140周年
記念会館の状況等）について話題提供され、会員皆懐かし
い大学の変遷に思いをはせました。今年は千年先生が派遣
されるということで、同期入学や同時期に在籍された宮本
様、大島様、蓮池様、塚田様が参加され、旧交を温めてお
られました。
　林田氏が国政における動き等を報告されるなど、各種活
動をされる会員の情報交換の場ともなりました。
　熊本県支部の会員を確認するため、昨年本部より提供い
ただいた名簿等をもとに、６名の新規会員が判明し、うち
２名が出席いただき、大変うれしい会となりました。今後
も、会員の把握と出席勧誘をして参ります。
　来年もまた多くの県支部会員が元気に出席いただけるこ
とを祈念しています。

宮崎県支部宮崎県支部

日 　 　 時　平成24年12月１日（土）
開 催 場 所　日本海庄や 宮崎橘通り店　　参 加 人 数　17名
派遣理事名　高橋　幸資理事
実 施 事 項　平成23年度実績及び会計報告､平成24年度計画及

び収支予算
幹事･報告者　井之上　英行（農工H４）　　

＜幹事のコメント＞
　去る平成24年12月１日（土）に、宮崎県宮崎市にある「日
本海庄や 宮崎橘通り店」において、会員17名の参加により、
平成24年度宮崎県支部同窓会を開催しました。
　総会では、「平成23年度実績及び会計報告」、「平成24年
度計画及び収支予算」が承認されました。
　当日は、同窓会本部へ理事派遣を申請し、前同窓会理事
長の高橋先生にお越しいただきました。高橋先生から同窓
会や大学の近況等の貴重なお話しをいただき、会員は、卒
業から長らく訪れていない母校に思いをはせながら興味深
くお話しを聴かせていただいたところです。
　総会終了後は、会員それぞれの近況を報告し、楽しい同
窓会となりました。

鹿児島県支部鹿児島県支部

日 　 　 時　平成24年11月10日（土）
開 催 場 所　和創亭 くら蔵　　　　参 加 人 数　14名
派遣理事名　大里　耕司常務理事
実 施 事 項　平成23年度事業実績及び収支決算について､平成

24年度事業計画及び収支予算について､大里先生
から大学の近況報告､懇親会

幹事･報告者　平　繁人（養蚕S45）　　

＜幹事のコメント＞
　十数年ぶりに再活動となった鹿児島県支部総会を、本学
同窓会の大里常務理事をお迎えして、11月10日（土）に開
催しました。
　当日は、生憎の雨でしたが、15名の参加がありました。
　先ず、大里理事から、母校建物のリニューアル化の進捗
状況、植物工場、140周年記念会館など、母校の近況を御
紹介いただきました。
　総会では、23年度実績と24年度計画について審議し、今
後の活発な活動を確認しました。
　懇親会では、平成卒業組の参加があったこともあり、先
輩の焼酎グラスが空にならないようにお代わり作りもス
ムースに進んで、良いピッチで心地よく懇談できました。
　今回は参加できなかったが今後積極的に参画するとの返
事もあり、次回の再会を楽しみにお開きとなりました。

横浜会横浜会

日 時　平成24年６月15日（金）
開 催 場 所　華正楼本店　　　　参 加 人 数　９名
実 施 事 項　第49回通常総会の報告､横浜会会計報告及び会計

監査報告､会員各位の近況報告､農工通信への原稿
投稿のお願い､懇親会

幹事･報告者　加藤　裕二郎（製糸S44）
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 S46林学科クラス会S46林学科クラス会

林S46卒

日 　 　 時　平成23年12月17日（土）
開 催 場 所　「魚串・然」（港区）
参 加 人 数　22名（連絡できた級友の78%が出席）
実 施 事 項　卒業40周年記念の情報交換（その２）
幹事･報告者　横堀　誠・和田　均（林S46）

＜幹事のコメント＞
　卒業40周年記念・第二弾の忘年会は８割近く出席し盛会
でした。そこで出席者名を写真順に掲載します。
　左上の１列目： 大野良三・渡部来・大越春司・和田均・半

田孝俊・大島和久・渡邉敞・宇佐見誠一
　　　　２列目： 福士淳治・川口輝夫・石井正一・島村利夫・

三浦慎悟・湯本達也・井上富雄・横堀誠
　　　　３列目： 今井隆三・鈴木靖二・松本滋夫・豊福正巳・

稗田政義・高橋正夫
　なお、北村孝児君の転居先が分かれば大学同窓会までお
知らせ願います。
 

けやき会けやき会

林S29卒

日 　 　 時　平成24年５月８日（火）
開 催 場 所　箱根･大平台温泉｢大平荘」
参 加 人 数　12名
実 施 事 項　傘寿記念旅行
幹事･報告者　岩崎　克己（林S29）

＜幹事のコメント＞
　昭和25年３月、我われは新制大学２期生として入学、戦
後の衣食住の不足、お米持参での演習林実習、競馬場での
アルバイト、砂川紛争など混乱期に学生生活を送った。
　昭和29年３月、クラスの35名が今流で言う氷河期の就職
難の社会に跳び込んだ。
　以来、早や57年の歳月が過ぎ去り、23名が今年80歳、目
出度く傘寿を迎えた。
　これを記念に箱根・大平台温泉に12名が集い、傘寿記念
クラス会を開催した。

養蚕学科S29卒業クラス会養蚕学科S29卒業クラス会

養蚕S29卒

日 　 　 時　平成24年７月９日（月）
開 催 場 所　ホテルブリランテ武蔵野（さいたま市）
参 加 人 数　７名
実 施 事 項　近況報告・親睦
幹事･報告者　郡司　教康（養蚕S29）

＜幹事のコメント＞
　川上幹事から私達も80歳を過ぎ、とにかく集まろうやとの
熱い呼びかけで、６県に散らばる稲垣・金田・亀田・川上・郡司・
関・瀬戸川が交通の中心であるさいたま市に集まった。
　近況報告を中心に快談、健康に留意し生き、次会を（？）で
散会。

クラス会だよりクラス会だより

イラスト：東京支部提供
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昭和43年入学農学科・養蚕学科合同クラス会昭和43年入学農学科・養蚕学科合同クラス会ⅢⅢ
農・養蚕S47･48卒

日 　 　 時　平成24年10月13日（土）
開 催 場 所　東京駅　「オールドステーション」
参 加 人 数　16名
実 施 事 項　親睦・近況報告
幹事･報告者　鈴木　創三(農S47)

＜幹事のコメント＞
　一昨年から始まった合同クラス会も今回で３回目となり
ました。３時間６品飲み放題の若向き(?)メニューで紅白の
ワインを嗜みながら、気品と格調ある(?)思い出話、入院・
治療生活、娘・孫の話などに花が咲きました。
　堀氏からはアミダクジ抽選による新米900gプレゼントが
あり、京都から駆け付けた長氏、金沢から戻られた加藤氏
など当選者は大喜び。
　来年６月の東京大会、地方大会の適時開催を承認して、
めでたく三本締めでお披楽喜となりました。

機械工学科S40年卒同期会機械工学科S40年卒同期会

機械S40卒

日 　 　 時　平成24年10月18日（木）
開 催 場 所　八重洲富士屋ホテル
参 加 人 数　24名
実 施 事 項　親睦・近況報告
幹事･報告者　木曽　三郎（機械S40）

＜幹事のコメント＞
　今年も個性溢れる面々が24名集いました。
　我々の同期会は卒業論文研究室単位の幹事輪番制で開催
されております。毎年20～25名の参加者がおり、盛況裡に
終始しています。
　今年もご多分に漏れず、趣味、健康、家族、ボランティ
ア、昔話等情報交換・近況報告を行いました。また、３時
間の所要時間では足りないくらい談笑・飲食に耽っており、
次会の参集を約して散会しました。
　開催日が東京駅改装工事完了後、間近であったことから、
各人がその歴史的建造物を鑑賞後、帰路につかれたことと
思います。

S31農学科・農芸化学科合同クラス会S31農学科・農芸化学科合同クラス会

農・農化S31卒

日 　 　 時　平成24年10月25日（木）
開 催 場 所　「響」（有楽町イトシア店）
参 加 人 数　農学科６名、農芸化学科４名
実 施 事 項　情報・近況交換、親睦
幹事･報告者　渋谷　成美（農S31）　

＜幹事のコメント＞
　平成18年から毎年合同でクラス会を開催していますが、
今年は北海道、福島からも参加して頂き、近況のほか、懐
かしい学生時代、原発、津波、世界情勢、家族のことなど
広範囲の話に花を咲かせました。
　何が起きてもおかしくない歳になりましたので健康を維
持し、ボケ防止のため来年も開催しようと決めました。
　参加できる同期の方をお待ちしています。

S46林学科クラス会S46林学科クラス会

林S46卒

日 　 　 時　平成24年12月15日（土）
開 催 場 所　「魚串・然」（港区）
参 加 人 数　18名（連絡できた級友の62%が出席）
実 施 事 項　卒業41周年記念の情報交換
幹事･報告者　横堀　誠（林S46）

＜幹事のコメント＞
　今年もたくさんの級友が参加しました。
　写真の上段左から大島・三浦・松本・大越・鈴木・佐野・川
添・横堀・山口、中段：川口・蓮尾（古川）・和田、下段：宇佐
見・湯本・高橋・岡田・稗田・半田の18名です。
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農芸化学S41同期の会農芸化学S41同期の会

農化S41卒

日 　 　 時　平成25年３月16日（土）
開 催 場 所　がんこ銀座一丁目店
参 加 人 数　13名
幹事･報告者　高橋　幸資（農化S45）

＜幹事のコメント＞
　幹事坂野氏の尽力で、常連であった赤井さんの逝去もあ
り、3年ぶりの開催となった。
　35人のうち都合付かなかった15人を除いて13人の参加
で、 団塊の世代を鼓舞する賑やかな会となった。
　母校を定年退職する高橋の最終講義のあり様、各人から
の近況・想いでの話しと突っ込みで感心と笑いが交錯し、
活力を湧かせるひと時となり、次回を約して散会した。

ESS（英語会話部）OB会総会ESS（英語会話部）OB会総会

日 　 　 時　平成25年３月30日（土）
開 催 場 所　140周年記念会館多目的ホール
参 加 人 数　30名
幹事･報告者　釣屋　政弘（生機S54）

＜幹事のコメント＞
　ESS（英語会話部）OB会総会が３月30日、およそ30名の参加
者を迎え農工大学140周年記念会館多目的ホールで開催された。
　写真は、総会後の全体写真である。第１回の ESS OB会は
1971年１月に現役とOBの親睦を兼ねて行われた。1974年１月に
OB会の組織化が行われ、その年にOB会報も創刊された。OB会
報は年２回の発行を続け、今年１月号で第78号を迎えた。来年
はOB会報40周年を迎え、第80号が発行される予定である。
　OB会の活動は幅広く、総会だけでなく、夏季旅行、テニス・
ゴルフ大会を始めとする各種スポーツ大会などを行ってきた。
今回の総会では、40年の活動をOB会報で振り返り、また OBメ
ンバーの近況報告を行った。１時から５時迄の総会であったが、
最後は時間が足りなくなるほどの盛況な総会となった。
　現在130名あまりの会員で構成され、農工祭の時期に OB会開
催を恒例としている。英語のクラブだけに企業や公的機関の駐
在員や海外雄飛を実現したなど、海外で活躍中或いは活躍され
ていた会員も多く、その活動範囲はアジア、欧米、アフリカ、オ
セアニアなど世界中に広がっている。またOB会の分科会も米国
や欧州で何度となく行われている。

林学科S44年卒クラス会林学科S44年卒クラス会

林S44卒

日 　 　 時　平成25年４月６日（土）
開 催 場 所　割烹「三河屋」
参 加 人 数　14名
実 施 事 項　近況報告・親睦
幹事･報告者　白井　久（林S44）

＜幹事のコメント＞
　西からの低気圧が接近し天候が危ぶまれた中、久し振り
に新潟から志村君も参加し、ご来賓の高橋明善先生を含め
14名で開会した。
　会は、出席者一人ひとりから、健康、家族、仕事など近
況報告を行い、高橋先生からは、ご趣味の短歌を始められ
てから今までに2500首詠まれたことをご披露されました。
　会の終わり頃には、学生時代の懐かしい ｢ペロリ節 ｣を全
員で歌い、次回の再会を期して解散しました。次回幹事は
大島君と小川君に決まりました。

繊維学部繊維工学科昭和31年卒クラス会繊維学部繊維工学科昭和31年卒クラス会

繊工S31卒

日 　 　 時　平成25年５月27日（月）～28日（火）
開 催 場 所　軽井沢 涼山荘
参 加 人 数　９名
幹事･報告者　入枝　利夫・髙井　英雄（繊工S31）

＜幹事のコメント＞
　繊維学部繊維工学科昭和31年卒のクラス会を、去る５月
27日～28日に軽井沢にて行いました。
　参加者９名、傘寿を迎え、みな元気でした。
　写真左から、輿石、高井、入枝、市川、小林、見谷、沖、
高田、長谷川。

（写真：旧 三笠ホテル前にて）
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　同窓会では、2012年12月14日から従前の部会の外に「活動内容の
類似した集団部会」の設置が可能となりました。設置を希望する会員は
規程・細則等を参照のうえ、申請方お願いいたします。
　申請に関する規程・細則等の詳細は、同窓会ホームページ「集団部会
設置申請方法」をご覧ください。http://www.tuat-dousoukai.org/

活動内容の類似した会員集団
又は同好の会員集団からなる部会の設置申請受付中

　本学は、平成24年度、「博士課程教育リーディングプログラム」に採択されました。本学でのリーディン
グプログラムは「グリーンクリーン食料生産を支える実践科学リーディング大学院」という名称で、「食料
生産の大部分を石油エネルギーに依存する世界的危機」から脱却し、非石油依存型食料生産の時代を創出す
る人材を養成することを目的としています。
　このプログラムでは、優秀な学生を俯瞰力と独創力とを備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリー
ダーへと導くための様々な取組みを推進し、国内外の第一級の教員・学生を結集し、産・学・官の参画を得つつ、
専門分野の枠を超えて博士前期・後期課程一貫した世界に通用する質の保証された学位プログラムを構築・展開

する大学院教育
の抜本的改革を
支援し、最高学
府に相応しい大
学院の形成を目
指しています。
　本学位プログ
ラムにより学位
授与者数は、年
当 た り、20名
を目標としてい
ます。

リーディングプログラムに採択

　2012年５月遠藤章特別栄誉教授が、米国の非営利団体 The National Inventors Hall of Fameによる
「発明家殿堂」入りされました。
　2012年度新たに殿堂入りするのは、アップル社創設者の故ステイーブ・ジョブズ氏ら10名で、遠藤特
別栄誉教授は日本人では初めての殿堂入りとなり、コレステロール値を下げる薬の基となる物質「メバスタ
チン」を発見し、人類の福祉に貢献したことが高く評価されました。
　さらに、2013年５月、米国の非営利団体「全米発明家アカデミー（The National Academy of 
Inventors (NAI)）」によるCharter Fellowとして選出されました。
　NAIは、2010年に設立され、大学、研究機関に所属しており、米国の特許を取得していること等が会員
の条件です。遠藤特別栄誉教授は、先に全米発明家殿堂入りしており、同殿堂の11人、ノーベル賞受賞者
８人を含む98人の発明家の一人として選出されました。

遠藤章特別栄誉教授が「全米発明家殿堂」入り、
さらに「全米発明家アカデミー」のCharter Fellowに選出

掲 示 板
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　2012年10月2日(火)、小金井キャンパスにおいて、科学博物館本館の耐震補強工事および機
能改善のための改修工事が完了したことを記念し、科学博物館リニューアル記念式典が挙行されま
した。
　本式典には、来賓として長坂潤一文部科学省大臣官房文教施設企画部技術参事官のほか、国・私
立大学関係者、博物館関係者および近隣自治体関係者ら約250人が出席し、松永是学長の挨拶、
梅田倫弘科学博物館長からリニューアルに関する説明および長坂技術参事官から「リニューアルを
機に科学博物館の更なる活躍を期待する」との挨拶があり、中澤靖元工学研究院助教からリニュー
アルした科学博物館の概要説明がありました。その後、記念講演として、JAXA運用飛行士運用グ
ループ長の山口孝夫氏から「宇宙服開発の歴史と展望―繊維素材の観点から―」と題し、国際宇宙
ステーションにおける宇宙飛行士の活躍、宇宙服の機能、米露の宇宙服の特性、JAXAでの開発状
況と我が国産業への期待などについて講演されました。
　本式典終了後には、科学博物館本館正面玄関において、関係者によるテープカットが行われた
後、出席者による内覧会を行い、江戸時代・明治時代の蚕織錦絵、世界初の人工繊維シャルドンネ
人絹（じんけん）、繊維機械などの他、リニューアルに併せJAXAから借用した「宇宙服」、常設
展示室として新たに設置された「遠藤　章東京農工大学特別栄誉教授顕彰記念室」に展示されたラ
スカー臨床医学研究賞のトロフィーや日本国際賞のメダルなどの貴重な展示品に参加者は熱心に見
入っていました。
　本学小金井キャンパスのお近くにお住まいの方、また本学においでの際は是非お立ち寄りください。

東京農工大学 科学博物館ホームページ　http://www.tuat.ac.jp/̃museum/
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定年退職者のお知らせ

慶　　弔

吉川(藤崎)　有美（農学院H12） 選挙区三重

西川　公也（農 S40） 小選挙区栃木２区
林田　　彪（林 S42） 比例区九州ブロック

　2013年4月11日（木）、留学生と日本人学生の交流スペースとして、「グローバル・カフェ
（gCafe）」が府中キャンパス及び小金井キャンパスにオープンしました。
　gCafeでは、ISサークル（学生サークル）などによる学生企画の様々な国際交流イベントの開
催を予定しているほか、大学教育センターや国際センターが学生の
コミュニケーションスキルや異文化交流体験のための情報やプログ
ラムを提供します。

グローバルカフェがオープン

【開館時間】8:00～20:00（月～金曜日。祝日は除く）
【場　　所】府　中キャンパス：福利厚生センター２階（オリザ前）
　　　　　　小金井キャンパス：13号館（国際センター）４階・５階

　本学在職中に同窓会活動に多大なご協力を頂いた下記の先生方が、平成２６年３月で定年を
迎えられます。このことに伴い、それぞれの先生方の｢定年退職祝賀会｣が催されることと思
います。祝賀会に参加希望される場合は、各先生方の研究室にお問合わせください。

（氏名掲載はご本人の了解を得ている方のみ）
　● 農学研究院　牛木　秀治　教授 ● 工学研究院　北嶋　克寛　教授
　● 農学研究院　加茂前秀夫　教授 ● 工学研究院　小谷　善行　教授
　● 農学研究院　蜷木　　理　教授 ● 工学研究院　佐野　　理　教授
　● 農学研究院　服部　順昭　教授 ● 工学研究院　中森眞理雄　教授
　● 農学研究院　普後　　一　教授 ● 工学研究院　仁藤　　修　教授
　● 農学部附属広域都市圏ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｴﾝｽ教育研究ｾﾝﾀｰ ● 工学研究院　松岡　英明　教授
　　　　　　　　 島田　　順　教授
　● 農学部附属広域都市圏ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｴﾝｽ教育研究ｾﾝﾀｰ
　　　　　　　　 松村　昭治　准教授

gCafeインフォメーション

お祝い申し上げます慶　事

ご冥福をお祈り申し上げます弔　事

ご当選おめでとうございます（参議院選挙２０１３）

ご当選おめでとうございます（衆議院選挙２０１２）

平成25年春の叙勲
　　小野｠宇三郎（繊別S33） 瑞宝小綬章
平成24年秋の叙勲
　　遠藤　章（特別栄誉教授） 瑞宝重光章
　　谷本　昌（農S32） 旭日双光章
平成24年高齢者叙勲
　　鈴木　正敏（養実S18） 瑞宝双光章
　　福居　健作（林S18） 瑞宝双光章
　　髙橋　鍈一（林S19） 瑞宝双光章

 平成25年7月 23日逝去 西尾　邑次（名誉会長/現鳥取県支部長・農S17･9）
 平成25年3月 7日逝去 高橋　　健（名誉教授）
 平成25年1月 21日逝去 小林　茂雄（元教員・獣医S31）
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 １．会費納入のお願い

 ２．住所・勤務先等の変更届が簡単・便利
　　 になりました

　会費は同窓会活動の原動力です。正会員は同
封の払込票にて次のいずれかの金額を納入して
ください。

   終身会費30,000円または年会費1,500円

◇農工通信に払込票が同封されていない方は納入済です
◇過去に遡って納入の必要はありません

　同窓会ホームページ「会員情報（住所変更など）」
から、24時間いつでも変更届けができるように
なりましたので是非ご利用ください。
　従来通り、変更連絡票はがきやメール・電話
など、いずれの方法でも受付けしますので住
所、勤務先等の変更があった場合は、すみやか
に同窓会事務局までご連絡願います。
　なお、同窓会会員名簿等に「住所・勤務先・
電話番号」について非掲載をご希望される方
も、ご連絡ください。

 ４．農工通信･後期号｢寄稿文｣、
 　 ホームページ「ギャラリー」への作品募集

 ５．Facebook活用のお願い

 ６．お詫びと訂正

　寄稿内容は自由（例：随想、近況報告、研究
紹介、仕事に関すること等）です。寄稿文の文
字数はA4判1頁1200字程度、絵などの作品は
写真に撮って、電子媒体または郵送でお送りく
ださい（紙媒体でも可）。
　なお、寄稿文の掲載は農工通信88号（平成
27年1月発行予定）となります。
　詳細は同窓会事務局にお尋ね下さい。

　同窓会ホームページ「会員交流広場」では、
Facebookを利用した会員のコミュニケーショ
ンの場を提供しています。
　Facebookの利用には簡単な登録が必要とな
りますので、詳しくは同窓会ホームページ「会
員交流広場」をご覧ください。
　また、部会・支部でFacebookページを開設
された場合は、リンクを貼らせていただきます
ので、同窓会事務局までご連絡ください。　2012年6月にリニューアルした同窓会ホーム

ページでは内容を随時更新し、農工通信に先駆
けて最新情報を掲載しています。
　部会･支部､クラス会だよりも電子媒体でお送
りいただければ､随時掲載いたします。
　当日参加できなかった方もホームページでご
覧いただくことが出来ますので、幹事の皆様は
下記アドレスまでお送り下さい。

E-mail:info@tuat-dousoukai.jpn.org

本誌84号において下記のとおり誤りがありました。

　・ P.34「農工大との『縁』｣ 木原 崇さんの
卒業年（誤）H7→（正）H8

　・ P.38「東京農工大学わが母校」の歌詞の一
部に誤りがありました。

関係者各位および読者の皆様にお詫び申し上げます。

農工通信   同窓会ホームページ「ギャラリー」

事務局だより事務局だより

 ３．同窓会ホームページのご案内
　　 http://www.tuat-dousoukai.jpn.org/
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農工通信　第85号
発行日　平成25年（2013年）９月１日
発行所　東京農工大学同窓会
連絡先　〒183-8538 東京都府中市晴見町3－8－1 東京農工大学同窓会事務局
　　　　TEL 042（364）3328　FAX 042（335）3500
　　　　e-mail  info@tuat-dousoukai.jpn.org　URL http://www.tuat-dousoukai.org/
　　　　振替口座　00120－9－93147番（加入者負担）
　　　　加入者名　東京農工大学同窓会
印刷所　小野高速印刷株式会社
　　　　〒870-0913 大分県大分市松原町2-1-6

　本85号は、平成25年度前期号になります。藤
森前会長の方針で会員同士の「絆」を深めるため
に、昨年から農工通信を年２回発行しております。
　前期号は、同窓会の総会の報告、部会・支部・
クラス会だより、卒業・修了生名簿、事務連絡が
主な内容です。後期号は、会員個人の活動の様子
等、寄稿文を中心にお届けしますが、今年は、昨
年の33件を大幅に上回る56件（農系・工系ほぼ
半分の比率）の寄稿が既に集まっており、昨年よ
り23件増えることになります。５月の総会で編
集予算の増額をお認め頂きましたので、投稿原稿
は、すべて掲載する予定で編集作業を進めており
ます。これから投稿される方には、１年お待ちい
ただくことになることをご了承ください。本前期
号の編集は、広報部常務理事と事務局職員が担
当していますが、後期号の編集は、同窓会に新た
に設置された集団部会「農工大支援ネットワーク」
のＯＢ・ＯＧ数名による学外制作グループです。
読んで楽しい内容に仕上がっていますので、後期
号を楽しみにお待ちください。
　前期と後期の２種類の農工通信が、同窓会会員
皆さまの国内外ネットワークへと発展し、より強
い同窓生の絆が形成されることを願っています。

広報部長　亀山秀雄（化工S48）

編
後
集
記

Editor's note

　同窓会会則改正により、平成25年度の総会から正副会長・支部長を始め、
部会・支部から推薦のあった理事や代議員のほかに、60人以内の一般の
会員も構成員に加えました。
　毎年１月の同窓会ホームページにて募集しますので、奮ってご応募ください。

お知らせ



左から、原酒（米）、原酒（芋）、原酒（麦） 左から、米焼酎、芋焼酎、麦焼酎

賞典禄

ＦＡＸでのご注文も可能に
なりました !!

　本学では、農学部附属広域都市圏フィールドサイエ

ンス教育研究センター（FS センター）で栽培した原

料（米・芋・麦）をもとに製造した農工大ブランドの

本格焼酎「賞典禄（しょうてんろく）」を販売しています。

　ご好評いただいております「賞典禄（しょうてんろく）」

米・芋・麦の本格焼酎に加えて、米・芋・麦の熟成し

た原酒もそろい踏みとなり、ますます品揃えが豊富に

なりました。

　この原酒は、本格焼酎の個性そのものが凝縮されて

いる焼酎で、一味違う深い味わいを楽しめますので是

非ご賞味下さい。

　ただいまインターネット販売により、多くの卒業生の皆様方にご愛顧を賜っておりますが、配送先 1ヶ所に
つき5,000円以上のご注文の場合には送料を無料とさせていただいておりますので、是非ご利用ください。
　代金の支払方法は、代金引換かクレジットカードになります。詳しくは下記ＵＲＬをご覧ください。

農工大ブ
ランド本格焼酎

お中元、お歳暮、贈り物に最適

部会、支部会、同窓会でも是非ご賞味下さい。
［しょうてんろく］

ネットショップサイト：FSセンター農工夢市場ネットショップ

農工夢市場　で　検　索　すると便利です。
同窓会のホームページ（事務局便り・お知らせ）からも本サイトに入れます。

※電話でのご注文はできませんので、予めご了承お願いします。
※ＦＡＸでのご注文：「042-367-5801」へお願いします。

http://www2.enekoshop.jp/shop/noukoudai/

問い合わせ先 農学部附属広域都市圏フィールドサイエンス教育研究センター事務室 TEL 042-367-5812

【ネット販売対応商品】
商 品 種 類

原酒 米焼酎（つぼ入り）

原酒 芋焼酎（つぼ入り）

原酒 麦焼酎（つぼ入り）

度 数

43度

38度

43度

容 量

720ml

720ml

720ml

販売価格

2,700 円

2,700 円

2,700 円

商 品 種 類

米焼酎

芋焼酎

麦焼酎

米・芋・麦 ３種セット
（専用の箱に入れて配送します）

度 数

25度

25度

25度

25度

容 量

720ml

720ml

720ml

720ml×3

販売価格

1,700 円

1,700 円

1,700 円

5,000 円

左から、原酒（米）、原酒（芋）、原酒（麦）

ＦＡＸでの
る焼酎で、 味違う深 味わ を楽しめますので是

非ご賞味下さい。

ら、米焼酎、芋酎 芋焼酎、麦焼酎左か左から
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